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ただいまカラフルタウンでは、移住者のコーナー「ココカラ」というスペースに、岐阜東幼稚

園と加納幼稚園の紹介動画や子どもたちが作成したお正月の作品などが、１月１３日まで飾られ

ています。是非、足を伸ばして行ってみてくださいね。 

１２月２３日の終業式に、子どもたちに魔法（ＣＤの色が変わるマジック）をかけました。 

一つ目は、「知らない人についていかないこと」、二つ目は「病気や事故にあわないこと。」、三つ

目は、「いっぱい頭や体を使って遊ぶこと。」です。冬休み中、特に心配な連絡が入らなかったこ

とを見ると、どうやら子どもたちにかけた魔法は効いたみたいですね。安心しました。 

  

 

 

 ２０２２年の岐阜東幼稚園は、いろいろなことがありました。施設面の大きな工事としては、

テラスに温水シャワーがついたり、ホールに整理棚や新しい靴箱が設置されたり、駐車場の砂利

が整備されたりしました。そして、この冬休み中に、ホールの床を工事していただけ、温かみの

あるオレンジ色の長尺シートが貼られました。年長児の靴箱の辺りの床が高くなり、床面積が増

えています。これでまた、子どもたちとの生活が楽しみになりました。 

 他には、年長児に小学校で使用している同様のタブレットが導入され、子どもの興味・関心に

合わせて様々なアイデアで活用し保育が豊かになりました。その実践が教育委員会に認められ、

教育委員さんなどに向けて定例会で発表させていただきました。そのつながりで、岐阜聖徳学園

大学の芳賀高洋先生、岐阜聖徳学園大学短期大学部の糟谷咲子先生方にも認められ、教員向けの

研修を実施してくださり、来年度から大学との連携により更にＩＣＴ活用の支援をしていただけ

ることになりました。そんな中、１１月には東京からの視察もあり、今、岐阜東幼稚園は、全国

から注目される幼稚園になりつつあります。 

また本園は、名古屋学芸大学の津金美智子先生や愛知教育大学の加納誠司先生、岐阜女子大学

の松井徹先生、岐阜聖徳学園大学の松本信吾先生などなど、様々な専門分野の先生方に支えられ

ております。 

令和５年１月１０日 

岐阜市立岐阜東幼稚園 

園 長 藤井 佐由美 

  



岐阜聖徳学園大学とは、これまでも教育実習生を受け入れていたり、同大学の西川正晃先生に

保育の助言・指導や講演を依頼したりと関わりが深くありました。岐阜市教育委員会の水川和彦

教育長により、岐阜東幼稚園の実践を大学側にご紹介していただけたことで、同大学の学生向け

の講義（授業）の中で、本園の YouTube 動画を取り上げてくださる先生が２人もいらっしゃいま

した。お二人とも、本園の子どもたちの「探究力」について、絶賛してくださっています。その中

で、岐阜聖徳学園大学教育学部の２年生の学生への「特活・総合指導法」の授業（福地淳宏先生）

において、YouTube動画「知的好奇心・探究心を育む幼児教育 何だろう！？プロジェクト 年長

児シャボンズの取り組み」を見た学生さんからの感想をいただきましたので、一部紹介させてい

ただきます。 

①幼稚園児の学び姿を見て、たくさんのことを学んだ。まず物事に対する好奇心・興味をもつこ

とが大切であり、「学習」「学び」というよりも、「知りたい」「もっとやってみたい」という気持

や行動こそが、探究的な学びの本質ではないかと考えた。また、子どもの「やりたい」「知りた

い」という小さな好奇心に気付き、それを広げ、自分たちでやったという経験をさせるための

サポートや環境を準備することが大切だ。 

②今回の授業の最初のビデオに出てきた幼稚園児の姿が、羨ましいくらい生き生きして見えた。

今の私たちには考えられないような発想、学習意欲を持つのが子どもたちの良さであると改め

て感じた。私も、子どもたちの探究心をうまくサポートできるような授業内容を考えたいと強

く感じた。 

③小さな疑問を、全体を巻き込むほどの探究心に変えることができる子どもたち、それに協力で

きる先生、親のサポートがあってこそ実現できるものだと感じた。 

④授業の初めに見た岐阜市の幼稚園では、子どもたちが考えたことを自由に行って表現する環境

や雰囲気が日頃からつくられているなとすごく感じられた。保育士だけでなく保護者も、子ど

もたちの興味・関心を否定することなく、最大限に広げることを大切にされている点がすばら

しい。 

 これから教師を目指す学生さんたちが、本園の子どもたちの様子を見て、このように感じても

らえることには大きな意味があると思います。 

全ての子どもは自ら学ぶ力をもっています。大人は子どものまなざしの先にあるものに気付き、

願いを達成できるように環境を整えたり、考えたり、援助したりすることで、共に創り上げてい

く過程を大切にすることが求められているんですよね。幼稚園では、そこに素敵な仲間がいるこ

とが強みです。対話的な関わりを大切にしながら、一人一人が様々な感情を味わい、充実した３

年間を過ごしてほしいと考えています。 

 これからも保護者の方と共に、歩んでいきたいと考えておりますので、些細なことでも結構で

すので、情報共有させていただけると幸いに思います。 

 

 

《１月の保育について》 

【３歳児】 

＜ねらい＞ 



○いろいろなお正月遊びに興味をもつ。 

○気の合う友達と一緒に同じ遊びをして楽しむ。 

【４歳児】 

＜ねらい＞ 

○自分なりの表現を楽しんだり、いろいろなことに挑戦したりする。 

 ○友達の思いを聞いて理解しようとする。 

【５歳児】 

＜ねらい＞ 

○友達と考えを出し合いながら遊びを進めることの楽しさを感じる。 

 ○クラスのみんなで一つの目的に向かって取り組む楽しさを味わう。 

 

 

 

お知らせとお願い 

◇保護者参加の行事や保育について 

本園の教育は子どもが主体の教育です。子どもの興味・関心に基づいて大まかな保育をデザイ

ンし、それを広め、深めるためにどんな環境を整えるとよいか、どんなつながりを持つと深まる

のかなどをその都度計画していきます。そのため、保護者にこれまでもたくさんのご協力をお願

いしてきました。急なお願いごとにも関わらず、快く力を貸していただきまして本当にありがと

うございました。心より感謝いたします。反面、急な計画もあり、ご迷惑をおかけすることも

多々あったと思います。無理をしてお仕事の都合をつけてくださった方、都合がつかず参加をや

むなく断念された方などには、心よりお詫び申し上げます。 

特に現年長児は、新型コロナウィルス感染症拡大の影響により、大切な入園の時期に２か月間

休園となり、６月から幼稚園が始まった子どもたちです。各行事もままならない時期を過ごして

きた子どもたち子どもたちの願いを少しでも多く叶えてやりたいと考えています。 

今後も、急な計画が入るかもしれません。子どもたちとの話し合いの上で、決定したら速やか

に保護者の方にもお伝えしようと思います。ご迷惑をおかけすることがあると思いますが、どう

かご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

◇新型コロナウィルス感染症に関わる教育活動について 

１月に入り引き続き、感染症が猛威をふるっています。感染者数は岐阜県で過去最高を更新し

ました。これまでと同様、感染症対策をとりながら、可能な限り教育活動を継続していくつもり

です。保護者の方も、基本的な感染症対策にご協力ください。 

園児のマスク着用については、保護者の方の責任の下ご判断ください。幼稚園では必要に応じ

て（給食の前、歌をうたうとき、幼稚園児以外と関わるとき、事前に密集することが分かってい

るときなど）マスクを着用します。やむを得ず常時マスクを着用しない場合は、幼稚園までお知

らせください。すでに申請している方は不要です。 

  

 


